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①･･･いま、エネルギーや環境関連で分離膜が増加している。UBEは欧
米を中心にバイオメタンの需要が急増していることから、2025年に
ポリイミド中空糸膜の生産能力を1.8倍に増強し、さらに次の増設を検討している。東レは多孔質
カーボン中空糸膜や、水素親和性ポリアミド膜、新規NF膜など、新しい分離膜を相次いで開発し
ている。また、日本ガイシのDDR型ゼオライト膜、三菱ケミカルのCHA型ゼオライト膜、東ソーの
アミン担持中空糸膜、ダイセルのイオン液体含浸膜、OOYOOの溶解拡散膜、JFEスチールのLTA
型ゼオライト膜、DICのPHP中空糸膜など、多様な分離膜が開発され、市場開拓が進められている。

②･･･これらの分離膜の用途は、CO2の分離・回収、水素の分離・精製、バイオメタンの濃縮、アンモ
ニアの分離、エタノールの濃縮・脱水、バイオディーゼルの精製、メタノールの脱水、リチウムや
ヘリウムの回収・再生、溶剤回収など、実に多彩である。従来から適用されている蒸留法やPSA法
はエネルギー消費が多くて環境負荷が大きいため、よりクリーンな分離技術が求められている。
装置がコンパクトでエネルギー消費の少ない膜分離はこのニーズに応えるもので、今後の成長が
確実視されている。

③･･･分離膜の対象物は多種多様で、要求特性がそれぞれ異なり、製品化には高度な技術が要求される。
本レポートは活発化する分離膜の開発や市場を精査し、その最新動向を整理、編纂したものである。
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